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令和２年８月定例教育委員会会議録 

 日   時  令和２年８月１４日（金） 午後１時３０分～午後２時５０分 

 場   所  秦野市役所教育庁舎３階大会議室 

 出席委員 
教育長 内田 賢司  教育長職務代理者 片山 惠一 

委 員 髙槗 照江  委 員 飯田 文宏  委 員 牛田 洋史 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 佐藤 直樹 

文化スポーツ部長 佐藤 正男 

教 職 員 課 課 長 代 理 米澤 禎洋 

教育総務課長 守屋 紀子 

学校教育課長 久保田 貴 

中学校給食担当課長 上條 秀香 

教育指導課長兼  

教育研究所長 近藤 順子 

生涯学習課長 磯崎  篤 

図 書 館 長 山本 英範 

教育総務課課長代理 吉田 浩成 

教育総務課主事補 岩田 浩貴 

 傍聴者  １名 

 会議次第 

  ８月定例教育委員会会議 
 

日 時 令和２年８月１４日（金）  
午後１時３０分        

場 所 秦野市役所教育庁舎３階大会議室  
 
次     第 

 
１ 開  会 
 
２ 会議録の承認 
 
３ 教育長報告及び提案 
(1) 令和２年９月の開催行事等について                
(2) 臨時代理の報告について 
ア 報告第１８号 市立小中学校教職員の人事上の措置について 
イ 報告第１９号 令和２年度一般会計（教育費）予算の補正（第６

号）について 
(3) はだのっ子あんしん相談室について 
(4) 子ども等に関する事案について 
(5) 令和２年度公民館運営点検・評価の結果について 
(6) 第３３回夕暮祭短歌大会の結果について 
(7) 花音朗読コンサート２０２０について 
 
４ 議  案 
(1) 議案第２１号 令和２年度教育委員会教育行政点検・評価につい



 2 

て 
(2) 議案第２２号 令和元年度一般会計（教育費）決算について 
(3) 議案第２３号 令和２年度一般会計（教育費）予算の補正（第７

号）について 
(4) 議案第２４号 動産の取得について 
 
５ 協議事項 
(1) 公立幼児教育・保育施設のあり方の検討について 

(2) 中学校給食の献立について 
 
６ その他 
 (1) 要望書について 
 
７ 閉  会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

内田教育長 それでは、ただいまから８月定例教育委員会会議を開催いたし

ます。お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、会議録の承認について、御意見、御質問等がございまし

たら、お願いしたいと思います。 

なお、非公開案件につきましては、御意見、御質問がある場合

は、会議終了後、事務局に申出をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

―異議なし― 

内田教育長 それでは、ないようですので、会議録を承認いたします。 

次に、非公開案件についてですが、３、教育長報告及び提案の

（２）臨時代理の報告についてのうちア、報告第１８号「市立小

中学校教職員の人事上の措置について」は人事に関する案件のた

め、（４）子ども等に関する事案については個人情報が含まれて

いるため、また、５、協議事項の（１）公立幼児教育・保育施設

のあり方の検討については意思形成過程にあるため、会議を非公

開としてよろしいでしょうか。 

―異議なし― 

内田教育長 よって、３の（２）ア及び（４）、５の（１）は非公開といた

します。 

それでは、次第３、教育長報告及び提案について、お願いしま

す。 

 教育部長 私から、令和２年９月の開催行事等について御報告させていた

だきます。 

その前に２点、お礼とお詫びとございます。 

まず、お礼のほうですが、先般の臨時教育委員会会議教科書の



 3 

採択につきまして、さまざま御協力いただきました。無事終了い

たしました。改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

お詫びになりますが、資料のほうの追加と訂正についてでござ

います。訂正については、今、事務局からお話がありましたが、

非常に膨大な資料を熟議いただくためには事前に配付と思ってお

ります。各課の課長にもお願いしているのですが、なかなかコロ

ナ禍の対応がありまして当日配付になってしまいました。改めて

お詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。 

それでは、令和２年９月の開催行事等につきまして報告させて

いただきます。 

まず、９月１日、定例記者会見になっております。 

９月７日～１０月６日の火曜日、令和２年秦野市議会第３回定

例会となっております。決算関係もございますので非常に長い期

間設定でございます。 

９月５日、花音朗読コンサート。後ほど所管課から説明がござ

います。 

９月８日・２９日、ブックスタート事業。例月の内容となって

おります。 

９月１８日、定例教育委員会会議。会場は、この大会議室とな

っております。 

９月２６日～１０月２４日の毎週土曜日、秦野市・東海大学提

携事業 市民大学ということで、「日本書紀に描かれた古墳造営」

「万葉集の世界１９」ほか。会場は図書館の視聴覚室で開催を予

定しております。 

最後に、９月２９日火曜日、幼保小連携研修会ということで、

小学校、幼稚園長の経験がある大津道雄氏を講師としまして、「ス

タートカリキュラム」についての研修会を実施いたします。これ

は、私立の幼稚園、こども園、保育園を対象としておりますが、

今回、公立幼稚園の先生方も希望によって参加いただくような形

で投げかけをしてございます。 

私からは以上です。 

 学校教育課長 私からは、臨時代理の報告についてのイ、報告第１９号につい

て報告をいたします。資料№３を御覧ください。 

令和２年度秦野市一般会計予算（教育費）を補正することにつ

いて、秦野市教育委員会教育長に対する事務委任及び臨時代理に

関する規則第４条第１項の規定により、教育長において臨時代理

を行いましたので、同規則第４条第２項の規定により報告をする

ものです。 
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資料を１枚おめくりいだき、臨時代理書を御覧ください。 

このたびの補正予算は、学校及び施設等の再開後の新型コロナ

ウイルス感染症対策として複数の課が所管いたしますが、私から

一括して御説明します。 

１、教育支援教室事業費として、教育支援教室「いずみ」の換

気の悪い部屋に空気清浄機を設置するために１７万円を、２、小・

中学校教育費として、修学旅行の経路変更に伴う増額費用及び中

止又は延期に伴うキャンセル料等を助成するため、小学校で  

８７０万円、中学校で７９１万４，０００円を、３、小・中学校

保健事務費として、保健衛生用品を学校の実情に応じて必要な時

期に必要な量を購入できるよう、小学校で４，７００万円、中学

校で２，９００万円を、また、２ページを御覧ください。こちら

に記載のとおり、施設利用者の感染症対策として空気清浄機を購

入するため、４、公民館維持管理費で３４７万円、５、施設維持

管理費として２７３万円をそれぞれ増額するものです。 

なお、それらの財源には、国庫補助金及び基金繰入金を充てる

こととしますが、予算科目等の詳細につきましては、次ページ以

降に記載のとおりです。 

私からは以上です。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

私からは、（３）はだのっ子あんしん相談室について御報告を

いたします。資料№４を御覧ください。 

いじめ対策、不登校対策、自殺対策をより強化するために、こ

れまでありました訪問型個別支援事業の機能を充実させ、相談窓

口を新たに６月３日に開設いたしました。特に感染症対策として

昨年度末から５月までの突然で長期にわたる学校休業について、

６月１日より学校再開いたしましたが、前例のない事態に子ども

たちが抱える混乱については、特に丁寧な対応が必要と見ており、

新たな相談窓口につきましては、学校を通じて児童生徒への周知

を図りますとともに、ホームページからの情報提供や安心メール

で、保護者向けではございますが一斉に御紹介するなどして適切

に努めてまいりました。７月末で１学期が終わり、１つの区切り

を迎えましたので、この間の相談の状況について御報告をさせて

いただきます。 

４、相談状況を御覧ください。１学期中の相談件数は合計で９

件で、いずれも保護者からの御相談でございました。相談内容は

さまざまでしたが、登校を渋っている、学校行事が見直されて子

どもがとてもがっかりしているといった内容もございました。い

ずれのケースにつきましても、相談者の方の意向を尊重しながら、
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学校と連携した対応を進めております。夏休み明けは例年でも重

大な案件が起こりやすい時期でございますので、引き続き学校と

連携しながら丁寧な対応に努めてまいります。 

私からは以上です。 

 生涯学習課長 私からは、資料№５、令和２年度公民館運営点検・評価の結果

について御報告いたします。 

この点検・評価は、平成２５年度から生涯学習課独自で実施し

ている点検・評価でございまして、令和元年度における公民館の

運営事業を対象といたしまして、お手元の参考資料２に各公民館

の点検・評価シートがございますが、これに基づいて自己評価い

たしまして、その後、内部評価、外部評価という３段階に分けて

評価を実施したものでございます。 

今年度における評価でございますが、参考資料２の点検・評価

シートに記載している評価項目について、実施期間後７年が経過

しておりまして、その内容について社会教育委員の公民館点検・

評価委員から、自己評価基準等が毎年同じ文章だというような御

指摘もいただいておりました。そこで、点検・評価項目について

は、既に目標を達成した項目、例えば点検・評価を公開している

かなど目標を達成したような項目について、また、内容が重なる

ような項目は統廃合いたしました。その結果、２１項目から１７

項目に変更して、今回評価をしております。 

評価基準につきましても、５段階評価が難しいような場合には、

１、３、５の３段階で新たな基準を示し、一部の文書を簡略化す

るとともに、ＰＲ方法などは、新たなＳＮＳの文言などを追加し

て評価をいたしました。 

３の点検・評価の結果でございます。５月中旬から６月上旬に

かけまして、各公民館の館長の行った自己評価については、３の

（１）にあるとおり、公民館の運営、まちづくり・学習の視点、

それから、施設の管理という３つの視点に立ち、５段階評価で点

数をつけて総合評価をしております。その結果、評価４の「よく

できた」が１０館、評価３の「できた」が１館という結果になっ

ております。 

これに基づき、６月中旬から６月下旬にかけまして実施いたし

ました内部評価、これは公民館の運営協議会委員の評価でござい

ますが、自己評価同様の３項目について評価をいただきました。

その結果、評価４「よくできた」が１０館、評価３の「できた」

が１館という評価になっております。 

そして、最後に外部評価といたしまして、社会教育委員から選
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ばれた２名の委員、今年は水野委員、竹内委員、昨年も同様でご

ざいます。７月２８日に、事前に各公民館の現場を確認していた

だきまして、生涯学習課と意見を交わした中で最終的な評価を行

っていただきました。この結果、全公民館において評価４「よく

できた」という評価となりました。 

参考資料１に各館の自己評価、内部評価、外部評価を一覧表に

しております。この結果につきましては、この報告後、社会教育

委員にも報告したうえで、９月に市のホームページで公表してま

いります。この結果は、公民館運営協議会にもフィードバックい

たしまして、各館長を通じて、この評価を事務職員にも伝え、今

後の公民館運営、事業展開に反映させたいと思っております。 

今後も公民館運営のさらなる向上を図るため、この評価の項目

についても再度見直し、検証をしながら進めてまいりたいと思っ

ております。 

私からは以上です。 

 図書館長 それでは、私からは、報告の（６）と（７）の２件について御

説明いたします。 

まず、（６）第３３回夕暮祭短歌大会の結果についてでござい

ます。資料№６になります。 

郷土が生んだ歌人、前田夕暮の功績をたたえ、短歌に親しんで

いただく機会として、全国の短歌愛好家などから作品を募集し、

優秀作品を表彰する「夕暮祭短歌大会」を昭和６２年から開催し

ております。３３回目となる今回は、４６都道府県及び海外から

の作品の応募も合わせまして４６６作品の応募があり、秦野市長

賞など入賞した２５作品の表彰を７月２５日土曜日、午後１時 

３０分から文化会館展示室で行いました。 

秦野市長賞や教育長賞など入賞作品の表彰は、資料№６に記載

させていただいております。合わせて本日お配りしております黄

色い表紙の作品集、こちらにも応募いただきました全４６６作品

を掲載してございます。お時間のあるときに目を通していただけ

ると幸いです。よろしくお願いいたします。 

なお、４６６作品のうち、市内在住の方による応募は３１名、

入賞者はそのうちの２名となっております。ちなみに、いずれも

佳作を受けておられます。 

また、表彰式終了後は、当短歌会の選者であります寺尾登志子

さんに「前田夕暮と万葉集―歌集『生くる日に』をめぐって―」

と題しまして講演をしていただきました。コロナ禍での開催とな

りましたが、十分な感染予防対策を図りまして受賞者を含め３３
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名の御参加をいただきました。 

続きまして、（７）花音朗読コンサート２０２０についてを御

説明いたします。資料№７になります。 

平成２０年から開催して今年で１３回目となる花音朗読コンサ

ートを９月５日土曜日、図書館視聴覚室において開催いたします。

今年は新型コロナウイルスの感染予防のため、２部入替え制とし

まして、第１部は乳幼児からを対象としたお話、第２部は小学生

からを対象としたお話とし、定員を各３０人としております。８

月１日から申込みの受け付けを始めまして、現在のところ、第１

部への申込み者が１７名、第２部の申込みが７名となっておりま

す。 

音楽を添えて作品を朗読することにより、ふだんの読書とは違

った本の楽しさや感動に出会う機会として、大人の方からお子さ

んまで幅広い世代を対象に開催するものです。こちらもコロナ禍

での開催となりますが、感染予防対策を十分に図り開催したいと

考えております。 

以上です。 

内田教育長 説明が終わりました。教育長報告及び提案に対する御意見、御

質問等がありましたらお願いしたいと思います。 

片山委員 資料№６についてですけれども、この数だと多いのか少ないの

か。減っていると見るのだろうか、ちょっとよくわかりませんけ

れども、いずれにしても市内からの応募が少ないのはなぜだろう

という気が個人的にはします。 

それで、今後、市内からの応募を増やすための方策が何かあれ

ばやっていただきたいということと、これをやることによって、

子どもたちが興味を持つ、国語力がという話もあるわけなので、

興味を持つ子が増えるかもしれないし、子どもがやれば御家庭か

らの応募が増えるかもしれない。さらに、生涯学習にもつながる

ように思いますので、何らかの方法を考えていただけたらどうか

と思うのですけれども、いかがでしょうか。 

 図書館長 ただいま御意見をいただきまして、ちなみに資料№６の裏のペ

ージ、２ページ目を御覧いただきますと応募状況の合計を出させ

ていただいております。今年は４６６作品で、市内の方は３１人

という話をさせていただきましたが、昨年を見ますと、応募総数

が６０７、そのうち市内の方が５７と、いずれも去年に比べると

今年は数が減っている状況にはございます。 

応募につきましては、ホームページなどを通してやっておりま

すし、インターネットでの応募も可能という形になっております
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が、コロナの影響ということでもないでしょうけれども、いろい

ろな大会、お子さんについては、現在、夏休みを利用して子ども

短歌大会の作品も募集しておりますので、そういったところを通

していろいろアプローチをしていきたいと思っています。 

内田教育長 ほかにいかがでしょうか。 

飯田委員 資料№４のあんしん相談室についてお聞きしたいのですけれど

も、今まで６月３日からの件数が９件ということでちょっと少な

いなという感じがするのですが、それは、直接教育委員会とかに

相談される方が結構いられるのかと思うのですが、また、相談室

というこの名前は、相談される人も構えてしまったりという点が

あるのかどうかお聞きしたいのですけれども、お願いします。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

特に６月１日の学校再開以降は教育委員会のほうに直接お問合

せのお電話をいただく件数は激減しております。休業期間中に、

いつ再開するのかといったような問合せをいただいていた時期

は、かなりの本数、お電話を頂戴しておりましたが、そういった

意味では、直接こちらに御相談いただくというよりは、学校のほ

うに御相談いただいている場合はあるかと思いますけれども、そ

ういった形で、学校が丁寧な対応をする形で、恐らく不安が払拭

されている部分が多いかとは考えております。 

ネーミングから来る不安感ということもあろうかと思いますの

で、一度検討させていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。 

内田教育長 ほかにいかがでしょうか。 

片山委員 これに関してなのですけれども、ホームページで見たら、これ

は多分子ども用の相談室なのですね。ところが、相談に来ている

のは保護者ということで、乖離があるような気がしますので、そ

の辺に注意していただければと思います。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

ありがとうございます。児童生徒と保護者を対象とした相談室

ということで、はだのっ子あんしん相談室を立ち上げております

が、子どもたちにまだ浸透はしていないというか、子どもたち自

身がなかなかかけにくい部分もあろうかと思います。実際に電話

を直接受けられる時間帯が、子どもたちが通常ですと学校に行っ

ている時間帯が大部分を占めますので、留守番電話機能を活用す

るなどして、子どもがかけられる時間にも電話が受けられるよう

には取り組んでおりますが、子どもたちへの案内を含めて再度検

討させていただきたいと思います。 

内田教育長 ほかにいかがでしょうか。 

牛田委員 私も資料№４のはだのっ子あんしん相談室ですが、今いろいろ
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と教育指導課長から話がありまして、一応どういうことか分かり

ました。 

それで、その案内の発信ですが、６月３日に小中学校に文書で

通知されて、そして６月１６日に安心メールで保護者にも通知さ

れたということですね。安心メールにつながっている、登録して

いる保護者というのとは１００％ではないと思うのですね。以前

に比べるとその割合は大分高くなっているとは思いますが、今、

片山委員からもお話がございましたが、名称等についても今後ま

た検討するというようなお話ですので、これは改めてお話がある、

例えば広報はだのなどでも紹介をしてあげるといいかなと。でき

るだけ多くの保護者や子どもたちに知らせて、安心感を、何かあ

ったらここに相談すればいいというような１つそういったものが

あると安心できると思いますので、広報はだのなども１つの方法

としてはいいかと思いますので、検討してみてください。 

今のは要望です。 

１つ、私のほうで、資料№５、公民館の運営点検・評価のこと

ですが、今、館長から昨年とは変わって工夫・改善していきなが

ら対応したというお話でしたね。今年もいろいろ考えられて進め

られているのだなというような話がございました。 

こうやってずっと目を通させていただいたのですが、とにかく

今、館長が言われたとおり、どの公民館も市民ニーズに合わせた

特色ある、地域に合った事業を展開されているなということと、

合わせて施設の老朽化も進んでいます。そういった中で、できる

ところから公民館の職員の方々が優先順位を考えながらしっかり

対応されている、市民の方が安心・安全の中で公民館を利用でき

るように工夫されているな、努力されているなと感じました。 

そういった中で１つだけ気になったのが、鶴巻公民館の点検・

評価なのですね。鶴巻公民館の点検・評価を見たときに、鶴巻公

民館点検・評価の裏面になるのですが、公民館の運営について、

まちづくり・学習の拠点について、施設の利用についてというこ

とで、それぞれにわたって細目があるわけですね。例えば公民館

の運営についての一番上の「公民館の運営に住民の意向を反映さ

せているか」ということが、自己評価が２になっているのですね。

３つ目の施設の利用についての真ん中ですが「住民が気軽に立ち

寄れる環境や関係づくりができているか」が２なんです。ほかの

公民館の点検・評価の同じところの数値を見たときに、２という

評価はここしかないのですね。それで、私がこのようなお話をす

るのは失礼かと思いますけれども、自己評価なのでね。ただ、ず
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いぶん辛口だなと思って見させていただきました。その２につい

て、主な取組と成果というところの文言を見ていたときに、３で

いいのではないかなとかね。 

それから、３つ目の施設の利用についてということで、「住民

が気軽に立ち寄れる環境や関係づくりができているか」というの

が２なのだけれども、文言を見ると「住民と利用団体との良好な

関係が築かれており、公平、公正な対応に心がけ、館全体で『声

掛け』の励行など気軽に利用できる雰囲気づくりに努めている。」

と記載されているのだから、ここまで辛口に評価しなくてもいい

かなと思ったりもしたのですね。 

ですので、何かもし来年に向けて努力をしていただくようなこ

とがあれば、文言を加えていく必要もあるのではないかという感

想を持ちました。以上です。 

でも、総体的にどこの公民館も本当によく地域に根づいた公民

館事業ということで大変工夫されている、また、幼稚園とか小学

校、中学校とも連携されてよく努力されているなという印象を強

く持ちました。 

 生涯学習課長 御指摘のとおり、最終外部評価の中でも、今の２がついている

ところについてですが、議論になりました。社会教育委員は、本

当にまめに全館を回って、いろいろな聞き取り調査をした中で、

例えば２がついている上の公民館の運営についてですが、評価基

準の中では、公民館の利用者の説明会等をやらないと３がつかな

いような基準になっていまして、それも、聞き取りの中では、同

じようなことを書面でやっているというようなことで、社会教育

委員としては４だろうというような部分があって、基準について

も、今回変えたところもありますので、評価をしてみて、今後検

証していきたいと思っております。決して鶴巻公民館が劣ってい

るということではないので、聞き取り調査でずいぶん評価されて

いるものでございます。 

内田教育長 ほかにどうでしょうか。 

髙槗委員 資料№６の夕暮祭短歌大会の結果についてですが、裏面にもあ

るとおり、今回、海外からの応募数が３人となっていますね。そ

して、添付していただいたこの歌集のまとめられたところを見て

みましたら、ブラジルからの投稿の句が載っていまして、聞きた

いことは、１つは、海外にはどのような方法でこの短歌大会のこ

とをお知らせしているかということと、あと、ブラジルからの投

稿を見ていると、ちょっと「あれっ？」という感想を持ってしま

ったのですね。一応夕暮祭短歌大会なので、「短歌とは」という
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ものは必要なのかなと。 

以前は、日系人の方とか、そういう方はよく短歌を御存じだと

思われるのですが、そういう方以外の人が増えてきた場合に、「短

歌ってこういうものだよ」ということをお知らせする必要はない

のか、そこら辺はどのように考えていらっしゃるのか教えていた

だきたいと思います。 

 図書館長 ありがとうございます。海外からの応募につきましては、秦野

市のこういった募集についてはホームページ等に掲載しておりま

すので、何らかのきっかけで御覧になって応募されたのだと理解

しているのですけれども、今御指摘のあったブラジルの方からの

作品を見ますと、そうですね、短歌の形態にはなっていないとい

うようなことは思われるのですが、これは、確かに作品として受

ける中で、選者の方ともいろいろ相談というか意見交換をしまし

て、どちらかというと短歌というよりは詩というか、そういった

ものに近いような形だという、当然そのとき話題に出たのですが、

せっかくの応募ということもありまして、一応掲載させていただ

くという形でお受けした経緯はございます。 

今後、短歌とはこういうものだというところを、確かに決めら

れた形式というものがありますし、それを短歌という形で「こう

いったものだよ」ということでお示ししていくことも必要だと思

いますけれども、広く市民の方も、海外の方もこういったことを

きっかけに応募してきていただいていますので、その辺はある程

度柔軟に考えていきたいとも考えております。 

髙槗委員 私は、裾野を広げる意味で、決して落とす意味で申し上げたの

ではなくて、これから裾野を広げていくには、短歌というのは決

められた語数で思いを述べるというすばらしい形だと思うので、

そちらのほうの宣伝というかお知らせも必要ではないかと考えて

おります。決して狭めようと、これは合っていなければだめだよ

という意味で申し上げたわけではございませんので。 

内田教育長 ありがとうございます。いずれにしても、今、髙槗委員が言わ

れたように、募集の段階で、こういうことがあったわけですから、

説明といいますか、「短歌とはこういうもの」ということを注釈

としてやる必要はあるかもしれませんね。そんなことも検討して

みてください。 

先ほど教育指導課長に、あんしん相談室の子どもたちへの周知

という意味で、コロナの関係があるから直ちにいうわけにいかな

いでしょうけれども、例えば子どもたちに周知する意味で、愛称

を募集するとか、何かそういう形でやってみると頻度が上がるの
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ではないか、こんな気がしますので、検討してみてください。 

ほかにいかがでしょうか。 

片山委員 先ほど牛田委員も言われたのですけれども、私もこの公民館の

ものを読ませていただいて、非常に独自でいろいろなことをやっ

ていらっしゃるのだなということで感心しました。その結果とし

て１１館すべてが４評価ということで、それはよかったのですけ

れども、ただ、少し気になったところがありまして、方針の中で、

「職員は明るく親切丁寧な対応に努める」とか「明るく親切な窓

口対応を心掛ける」とあるのですけれども、これは言わずもがな

のことだと思うので、いろいろなことをやっていらっしゃるので

すが、これを方針に入れるのはどうかなという気がします。 

 生涯学習課長 先ほども御説明したとおり、この長年やっていていろいろ変え

てきました。今回これをやってみて、いろいろな御意見等もいた

だいておりますので、また公民館長会議等でしっかり御意見いた

だいたものをフィードバックして、より良い評価、そして評価が

またより良い公民館の運営につながるように頑張っていきたいと

思います。よろしくお願いします。 

内田教育長 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

それでは、教育長報告及び提案は以上とさせていただきます。 

次に、４の議案に入りたいと思います。 

まず、（１）の議案第２１号「令和２年度教育委員会教育行政

点検・評価について」の説明をお願いします。 

 教育総務課長 私から、議案第２１号「令和２年度教育委員会教育行政点検・

評価について」を御説明いたします。 

この教育行政点検・評価につきましては、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第２６条の規定に基づきまして、教育行政

事務の管理及び執行の状況について、教育委員会自らが点検・評

価を行い、活動及び施策の充実を図るものでございます。 

４月から教育委員会会議での協議、また勉強会などを重ねまし

て、このたび報告書がまとまりましたので、秦野市議会に提出す

るとともに公表するため、本日、議案として提出するものでござ

います。 

資料につきましては、２２ページを御覧ください。こちらの  

２２の施策について点検・評価を行いました結果、「確実な成果

を出している」のＡ評価が４施策、「一定の成果を出している」

のＢ評価が１６施策、「やや成果が低い」のＣ評価が２施策とな

っております。 

次に、６８ページ以降、こちらが前回の会議以降、新たに追加
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された学識経験者の総合評価となっております。学校教育分野に

つきましては、東海大学課程資格教育センターの大島教授に、生

涯学習分野につきましては、同じく東海大学名誉教授の逢坂先生

に評価いただきました。いずれの評価におきましても、課題はあ

るものの、おおむね順調に進められているとの一定の評価をいた

だく一方で、学校教育と社会教育の連携の重要性が指摘されてい

るところでございます。 

今年度は、令和３年度からの新たな教育振興基本計画、生涯学

習推進計画などの策定作業が行われておりますので、この点検・

評価の内容を生かし、反映してまいりたいと思います。 

説明は以上でございます。 

内田教育長 説明が終わりました。御意見、御質問等があったらお願いした

いと思います。 

飯田委員 Ａ評価が４、Ｂ評価が１６、Ｃ評価が２ということで、学識経

験者の方の総合評価においてもおおむね順調に行われているとい

う評価をいただいているようです。それと、令和３年にスタート

する教育振興基本計画と生涯学習推進計画策定に期待されている

というコメントも出されておりました。今後も、児童生徒、市民

に寄り添った事業展開が必要なのかなと思っております。 

内田教育長 ありがとうございました。 

ほかにいかがでしょうか。 

牛田委員 総合評価ということで、学識経験者の大島先生からコメントを

いただいているのですが、本当に大島先生のコメントを私も読ま

せていただいて、それぞれの点検・評価項目一つひとつの事項に

対して、丁寧に、しっかりと評価していただいたと思いました。 

今そんな話を、それから飯田委員もおっしゃっていましたが、

これは大島先生の一番最後のまとめのところで、こんなふうな記

載なのですね。「令和３年度以降は新たな教育振興基本計画が実

施されることになりますが、その策定に当たっては学校教育と社

会教育の連携の推進についても検討されることを期待しておりま

す。」と。それは私もそのように思います。 

折しも今月、西中学校で多機能型の体育館がオープンしますね。

また、西中学校はコミュニティ・スクールを展開していますね。

ぜひ、社会教育と、そして学校教育の連携強化に必要なことで、

１つの新しいモデルとして、各市内の学校の参考になるような取

組が進められるといいな、そんな感想を持ちました。 

内田教育長 ほかにいかがですか。 

どうでしょうか。よろしいでしょうか。 
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それでは、議案第２１号「令和２年度教育委員会教育行政点検・

評価について」は、原案のとおり可決することに御異議ございま

せんでしょうか。 

―異議なし― 

内田教育長 よって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第２２号「令和元年度一般会計（教育費）決算に

ついて」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 続きまして、議案第２２号について説明をいたします。 

本件は、令和２年市議会第３回定例会に一般会計決算議案とし

て提出するに当たりまして、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２９条の規定に基づき、本日、議案として提出するもの

でございます。 

資料を１ページおめくりください。歳入の総括表でございます

が、本日、差し替えをさせていただいた資料を御覧いただければ

と思います。 

この資料の裏面を御覧ください。一番下が合計の欄でございま

す。予算現額８億３，４２０万円に対しまして、調定額１億   

５，９６０万８，２０１円、収入済額が１億５，９５１万     

９７９円、収入未済額９万７，２２２円となりまして、予算現額

に対する収入率は１９．１％となっております。 

なお、収入未済額９万７，２２２円につきましては、資料の表

のページにお戻りいただきまして、一番上の１３の１の３の教育

費負担金の９，３５０円、こちらは幼稚園の一時預かり個人負担

金の未納分となりますが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

りまして収入が減少したため生じたものでございます。 

また、その下の１４の１の６の教育使用料の８万７，８７２円

につきましては、平成２４年度から２５年度に在園していた方の

保育料の滞納額となっております。 

また、１５の２の７の教育費国庫補助金の収入率が低い理由と

いたしましては、こちらは令和２年３月の市議会定例会において

補正予算が認められました受水槽の更新工事やトイレの快適化整

備工事、ＧＩＧＡスクール構想に伴う校内ＬＡＮの整備費、中学

校給食用エレベーターの整備費など、いずれも令和２年度に繰り

越して実施することから、これらに関する国庫補助金が令和元年

度には収入されなかったために収入率が低くなっているものでご

ざいます。ちなみに、この繰り越された分を差し引いた収入率は

８６．７％となっております。 

続きまして、事前に配付させていただきました資料の歳出総括
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表を御覧ください。一番下の合計欄でございます。予算現額   

６２億３，１９３万９，２６８円に対し、支出済額３５億    

３，１１８万６，９６６円、翌年度繰越額２４億６，２９４万  

１，０００円、こちらは、先ほど歳入で説明いたしました補正予

算に伴う令和２年度への繰越額となっております。そして、不用

額が２億３，７８１万１，３０２円となりまして、執行率は   

５６．７％となりますが、一番下、※で記載しておりますけれど

も、繰越額を除いた執行率は９３．７％となります。 

網かけとなっている部分を御覧いただきますと、そこの１行上

のところ、小学校費、中学校費、幼稚園費の学校建設費の不用額、

こちらにつきましては、いずれも工事の入札残となっております。 

以下、資料をたくさんつづっておりますが、１ページから４０

ページまでが歳入歳出決算の事項別明細書、４１ページ以降が施

策の成果報告書の写しとなっておりますので、御確認いただけれ

ばと思います。 

説明は以上となります。 

内田教育長 説明が終わりました。御質問等あったらお願いしたいと思いま

す。 

歳出の総括表の中学校費の執行率２８．２％の部分をもう少し

わかりやすく説明していただけますか。 

 教育総務課長 中学校費の２８．２％のところですけれども、４番の学校建設

費の欄を御覧いただければと思いますが、翌年度繰越額として 

１８億１，０７３万６，０００円、こちらの記載がございます。

この金額が丸々令和２年度に繰り越して執行されるというところ

から、全体の執行率が非常に低くなっているというような内容に

なります。 

内田教育長 前倒しで国から金が来ると。執行自体は翌年である、そういう

ことですので、その分が先に送られた。ですから、その年度の金

額としてはぐっと下がってしまうということですので。 

ほかにいかがでしょうか。 

片山委員 歳入のほうですけれども、教育使用料の収入未済額が平成２４

年度分からとかという話をされた。これはずっと残っていくもの

ですか。 

 教育総務課長 平成２４年度、２５年度に在園していた方のものですけれども、

毎年少額ずつお支払いいただいている状況で、いずれ解消される

ものと考えております。 

内田教育長 分割納付ということですね。 

ほかにいかがでしょうか。今日これを議決していただきますと、
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来月の１４日から１７日が議会の決算委員会ですので、そこで審

議されるということになります。 

よろしいでしょうか。よろしいですか。 

それでは、議案第２２号「令和元年度一般会計（教育費）決算

について」、原案のとおり可決することに御異議ございませんで

しょうか。 

―異議なし― 

内田教育長 よって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第２３号「令和２年度一般会計（教育費）予算の

補正（第７号）について」、説明をお願いします。 

 教育総務課長 議案第２３号について御説明させていただきます。 

先ほどの決算と同様に、９月の市議会定例会に提案するため、

本日、議案として提出するものでございます。 

提案理由を御覧ください。教育予算として、内容は３点となり

ます。 

まず１点目は、小・中学校ＩＣＴ環境整備事業費で、学校教育

の情報化が教職員の過度な負担とならないよう、児童生徒に１人

１台の学習用端末を整備した後の運用と活用に係る事務などを支

援する支援員を配置するための委託料として、小中学校合わせて

３１９万８，０００円を増額するものでございます。 

次に、小学校施設改修事業費につきましては、本年２月、逗子

市で斜面崩落事故がありました。この事故を受けて、本市で緊急

点検を行った結果、要緊急箇所の判定を受けた大根小学校の南西

側斜面につきまして、斜面擁壁改修工事を実施するための設計委

託料として１，３６９万５，０００円を増額するものです。 

最後、３点目、幼稚園保健事務費です。先ほど臨時代理の報告

でありましたとおり、小中学校と同様なのですけれども、各幼稚

園の実情に応じて保健衛生用品等を必要な時期に必要な量を購入

できるようにするため、各園５０万円として４００万円を増額す

るものでございます。 

小中学校と幼稚園で補正予算の時期が異なる理由といたしまし

ては、幼稚園につきましては、公立のこども園と補正の時期を合

わせることによりまして、こちらを９月議会に提案するというよ

うなことになっております。 

資料の最終ページを御覧ください。今申し上げました３つの補

正額の合計ですけれども、一番上の行に補正額の欄がありますが、

２，０８９万３，０００円となります。 

説明は以上です。 
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内田教育長 説明が終わりました。質問等ありましたらお願いしたいと思い

ます。 

いよいよこのＧＩＧＡスクールの関係で対応しなくてはいけな

いというのが、小中学校ＩＣＴ環境整備事業の関係ですね。それ

から、今説明がありました小学校の施設改修は、大根小学校の南

西側ですね。擁壁が下にあるのですが、上のところのに草が生え

た部分がありまして、それが相当高い位置なのですね。点検した

結果、危険度があるということで、まずここで設計をして、来年、

本体工事をお願いするという形になります。 

いかがですか。よろしいですか。 

それでは、議案第２３号「令和２年度一般会計（教育費）予算

の補正（第７号）について」、原案のとおり可決することに御異

議ございませんでしょうか。 

―異議なし― 

内田教育長 よって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第２４号「動産の取得について」の説明をお願い

します。 

 学校教育課長 議案第２４号「動産の取得について」を説明いたします。 

本案は、これまで御協議いただいてきましたＧＩＧＡスクール

構想に基づくＩＣＴ端末の調達に関するものでございます。市議

会への提案等の状況に合わせて、本日追加で提案させていただき

ました資料が遅れましたこと、まことに申し訳ございません。 

提案理由を御覧ください。令和２年度秦野市議会第３回定例会

に提出する議案について、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２８条第２項及び第２９条に基づき、市長に意見を申し出

るため、教育ＩＣＴ環境の整備の一環として、児童生徒１人１台

コンピューターの実現に向けた学習用タブレットの端末等の購入

を提案するものです。 

１枚おめくりください。１の物件名は、市立小中学校学習用タ

ブレット端末等とし、２の納入場所及び数量につきましては、小

学校１３校及び中学校９校に学習用タブレット端末及びキーボー

ドを各１万２，４９５台導入するものです。３の予定価格につき

ましては、国庫補助の設定額であります１台当たり４万    

５，０００円に購入台数１万２，４９５台を乗じた５億    

６，２２７万５，０００円としました。４の購入物件の概要は、

教育現場における導入実績を踏まえ、小中学校から寄せられまし

た意見や要望にできるだけ応えられるよう、機能性や耐久性に優

れ、軽量でありながらタブレット端末として活用可能なものとな
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るよう要件を定めました。 

また、（３）のソフトウェアにありますクローム・エデュケイ

ション・アップグレードのライセンスは、維持管理に係る学校や

教育委員会の負担を最小限にするため、オンラインでの自動アッ

プデートやシステム管理を可能とするライセンスの附帯を条件と

したものです。 

なお、このライセンスにつきましては、教育のＩＣＴ化に先進

的に取り組んでいる東京都町田市へのオンライン視察を行った際

にも、附帯が必須であるといった助言を受けております。 

説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

内田教育長 説明が終わりました。質問等があればお願いしたいと思います。 

いよいよ、これは当初の予定が５か年のうちの、ベース、基盤

整備が２年で、その後３年間でというものを、コロナの関係で１

年に全部前倒しになったものですので、ここで購入という形でや

りませんと来年どうなるかわからないというものですから、予算

上もそうした対応をしているということです。 

心配したのですが、１万２，４９５台が本当に入るのですかと

いう心配をしたのが、大丈夫だということです。現場の意見も聞

いて、このグーグルクロームのＯＳが大丈夫だということですの

で。 

よろしいですか。 

牛田委員 今後の取扱いについては今検討中だと思うのですが、１人１台

で、ほかのと言ったらいいのかな、運用と言ったらいいのでしょ

うか、どんな状況なのでしょうか。今、多分検討されていること

と思いますが、見通しとして。 

 学校教育課長 タブレットの保管につきましては、教育総務課が先行して発注

しております校内ＬＡＮの整備と合わせまして、電源保管庫を各

校、各教室に設置いたします。１日の使用が終わりまして学校に

保管する際には、その保管庫、鍵つきのものに保管し、同時に充

電するという仕組みをとっております。 

なお、家庭への持ち帰りを想定しておりますので、今後、学校

現場の意見も聞きながら、その使用に当たっての基準ですとか運

用方法の案を早急に準備して、学校の意見を聞いていきたいと思

っています。 

以上です。 

内田教育長 よろしいですか。 

牛田委員 今、家庭への持ち帰りということを含めて検討していただいて

いるということですね。私もいろいろと心配、不安があるのです
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けれども、やはりそこは何とか柔軟に対応してもらえるといいか

なと。不測の事態も、当然いろいろと心配すれば切りがないのだ

けれども、これだけの莫大なお金をかけるので、心配されること

をできるだけ抑えながら幅広く運用していくという積極的な姿勢

を期待したいと思います。 

内田教育長 ありがとうございます。確かにいろいろなことが起きると思い

ますね。例えば落としてしまったとか破損したとか、いろいろな

ことが起きると思います。そういうことも含めてよく検討してみ

たいと思います。 

よろしいですか。 

それでは、議案第２４号「動産の取得について」、原案のとお

り可決することに御異議ございませんか。 

―異議なし― 

内田教育長 よって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

それでは、次の５の協議事項に入りたいと思います。 

（２）の中学校給食の献立についての説明をお願いいたします。 

 中学校給食担当課長 それでは、私から協議事項の２番、中学校給食の献立について

を説明させていただきます。 

それでは、お手元の資料、協議事項２を御覧ください。 

中学校給食の献立についてですが、教育委員会の栄養士が作成

し、学校給食法で定める学校給食の摂取基準に基づき、栄養価を

きちんと摂取できること、また、手づくりを大切にして地場産物

の使用や季節の行事を取り入れるなど、安全安心でおいしい、生

徒が喜ぶ学校給食の献立作成を目指しているところでございま

す。 

そのような中、まずはじめに、１番の小学校給食と中学校給食

の違いについて御説明いたします。 

まず、１点目につきましては、栄養素ごとの摂取量の違いです。

文部科学省では、対象年齢に応じて、給食において摂取すべき望

ましい栄養素の摂取量を「学校給食摂取基準」として示していま

す。この摂取基準につきましては、４ページ目に参考として添付

してございますので、御確認ください。中でも中学生の年齢であ

ります１２歳から１４歳は心身ともに著しく発達する時期であ

り、かつ、身体の活動レベルも活発化するために、学校給食にお

けるエネルギー量の基準が、小学校中学年の６５０キロカロリー

に対しまして、中学生は８３０キロカロリーと、エネルギーの量

だけ見ましても１．３倍、その他の栄養素についてもおよそ  

１．３倍の基準値が定められています。 
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違いの２点目については、使用食材の量です。中学校給食では、

必要な栄養価の増加に伴い、小学校給食に比べて使用食材量や献

立の品目数が増加してまいります。１ページ目に示しました１食

当たりの食材使用量の表の中にも例として挙げてありますとお

り、ごはんやお肉、それから野菜も、小学校の量と中学校の量で

は、それぞれ１．３倍以上の開きがございます。 

そして、当然のことながら、エネルギー量が増えるということ

から、ごはんやおかずの量も増えてまいりますので、小学校では

５品程度提供する品数に対して、中学校では６品目といったよう

に品数も増えてきているところです。そのために、小学校とは食

器の大きさ、盛りつけ方が変わってくるために、中学校給食にふ

さわしい食器の選択も必要となってまいります。 

また、３点目の違いとしましては、下から３行目に書かせてい

ただきましたけれども、中学生になれば、食育や健康管理の面か

らも、個人差、健康状態に応じて、自ら食事の内容を選択したり、

食事の量を工夫するなど、発達段階を踏まえた食事に対する自己

管理能力を高めて、将来にわたる丈夫な体づくりを考えていく必

要があります。学校における食育の指導や啓発などを踏まえなが

ら、自ら考える力を養えるよう取り組んでいきたいと考えていま

す。 

２ページ目を御覧ください。安全安心な食材の確保ということ

ですが、こちらは冒頭でもお話ししましたように、安全安心なお

いしい給食を提供するため、小学校と同じように、主に国産を中

心とした食材で安全性を確保し、子どもたちに提供していきたい

と考えております。 

３の中学校給食の献立でございます。（１）に中学生にふさわ

しい栄養素等の摂取とさせていただき、本市が目指す特に重点を

置きたい項目について書かせていただいております。 

アの野菜の摂取です。こちらは、国が１日の野菜摂取量を   

３５０グラムとしており、文部科学省でも１食当たり１１７グラ

ムと定めていることから、秦野の地場産野菜なども十分に活用し

て十分な野菜の摂取を図ってまいります。 

イとしまして、カルシウムの摂取です。中学生は男女ともに成

長期であり、活動も活発になることから、１日に必要なカルシウ

ムの摂取量が最大となります。カルシウムをはじめとしたミネラ

ルが歯や骨に蓄えられることにより、骨密度が高まり、将来にわ

たる健康で丈夫な骨づくり、体づくりに役立つことから、牛乳以

外にも、発酵乳飲料、またカルシウム強化献立を実施するなど、
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しっかりとカルシウムを摂取できるよう献立を工夫します。 

ウとしまして、旬の果物やデザートの摂取です。旬の果物やデ

ザートは、ビタミンＣなどの栄養素を摂取できるだけでなく、子

どもたちの給食の楽しみの一つともなっております。また、同時

に、季節を知るための重要な食材でもあるため、給食費とのバラ

ンスを図りながら、定期的に献立に取り入れていきたいと考えて

おります。 

これらに加えまして、３ページ目に中学校給食の献立の例を示

させていただきました。実際に提供する献立の例として、１番目

に示しましたのは、甘辛豚丼、野菜のカラフル和え、果物と牛乳。

こういった献立を提供しようと考えております。 

この際、主な栄養価は、エネルギー、１日に８３０キロカロリ

ー必要だというところで、およそ９７％、８０６キロカロリーが

摂取できる。たんぱく質、塩分量も十分な栄養摂取基準を満たし

ているといった給食で、小学校の食材費などを目安に、この献立

をつくる場合の食材費を積算したところ、１食３２２円ほどの食

材費になろうかと算出できます。 

献立例の２ですが、こちらは、ごはん、揚げ餃子、春雨サラダ、

わかめと卵のスープ、デザート、牛乳、こういった献立を提供し

ようと考えます。これに対する主な栄養価も下に示したとおりで

すが、この献立を作成しようとしますと、先ほどと同じような算

定をしますと２９７円ほどで提供できると考えております。 

このほかに、中学校給食の年間献立計画ということで、資料の

３枚目に参考として添付させていただいた資料がございます。こ

ちらは、来年１２月からの中学校給食の開始に合わせ、あらかじ

め１年間分の献立を作成しておりますが、その中から主なものを

抜粋したものでございます。それぞれの月に分類を分けてテーマ

を設けて栄養士が献立を作成しているところですが、例えば１２

月の欄を御覧ください。１２月の季節としましてはクリスマスや

冬至ということがございます。クリスマスでは、子どもたちが好

きなフライドチキンであったりクリスマスデザート、こういった

ところを取り入れながら、ビーンズサラダといった家庭ではなか

なか豆料理を取り上げ、食卓に上ることが少ないかと思いますの

で、こういった給食の中に上手に取り入れながら提供していきた

いと考えています。その下の冬至の料理では、やはりユズを使っ

た献立、こういったところを中心に考えております。 

食育の欄になりますと、郷土料理ということで、各地方の料理

などを献立として上げていますが、それは旬の野菜、その時期の
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お野菜を多めに使えるような、そういった献立をメインに作成し

ております。 

そのほか、１月以降も同様に、季節の行事であったり、小学校

からの人気の献立であったり、給食デーということで、給食に特

化した、そういった食育に資するような献立を作成しております。 

また、６月と１０月を御覧ください。食育の欄に骨チーヌ献立

というものがありますが、これは食育キャラクターの「ボンチー

ヌ」、これをなぞらえたものですが、カルシウムが多く摂れるボ

ーンチーヌとかけて、カルシウムを多く摂取できるような献立を

考えているところです。 

さらに、一番下の備考の欄を御覧ください。アレルゲンフリー

献立を月に１回提供いたします。重篤な症状を引き起こすと言わ

れている乳、小麦、卵、エビ、カニ、そば、落花生といったアレ

ルギーの特定原材料を一切含まない献立を月に１回提供すること

を考えています。こうすることによって、日々アレルギーを持っ

ているお子様が、何かしら除去したもの、若しくはその献立が食

べられないという日があると思うのですが、この日だけはアレル

ギー源がないので、みんなと同じものを食べられる、こういった

献立を用意しております。これは、以前に生徒会の意見として子

どもたちの意見を伺ったときに、みんなと同じ給食が食べたい、

アレルギーがあっても一緒に給食を食べたいといった意見を反映

しているところでございます。 

それでは、資料の４ページ目にお戻りください。中学校給食の

年間実施回数についてお話しさせていただきます。 

現在、小学校では年間１８５回に給食の提供回数を統一して給

食費を同じ金額にそろえております。中学校では、面談の日、そ

れからテスト期間中における昼食の取扱いなど、学校間又は学年

間で教育課程が異なります。今後は、各学校にヒアリングを行い

ながら、実施回数の統一を検討してまいります。 

２番目としまして、中学校の昼食回数についてです。これは、

令和元年度から３年度まで予定を含めまして各学校でのお弁当の

回数を調査したところでございます。表に示しましたとおり、  

１年生、２年生は大体同じぐらいの回数、３年生は１３８．１回

と少し少なくなっております。これは、入試や卒業式の時期、こ

ういったところから３年生は少し提供回数が少なくなっていると

ころでございます。 

そして、この資料の中には示しておりませんけれども、給食費

について少しお話をさせていただきます。 
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学校の給食費は、学校給食法の規定にのっとりまして、学校給

食の実施に必要な施設設備などの整備費、それから修繕料、人件

費、こういったもの以外を給食費として保護者の負担と定めてい

ます。市内の小学校では、保護者の負担を軽減するために、求め

る学校給食費は食材料だけとしておりまして、光熱水費などは公

費によって賄っております。今後、中学校では、献立の内容、給

食の提供回数を考慮しながら、給食費を検討していく必要がある

と考えております。 

説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

内田教育長 いかがでしょうか。御質問等があればお願いしたいと思います。 

いよいよ来年の１２月目標ということで、施設の整備も都市部

のほうで既に手続が進んでいるようですから、建設も間もなく始

まるのだろうと思います。ですから、並行して、今この献立と、

あと学校のカリキュラムの変更も早め早めに手をつけていっても

らうと。いきなりで混乱することのないように、そういうことを

やってはあるのですけれども。 

さっきの質問しようと思った骨チーヌは意味がわかりました。

ボーンチーヌね。ボーン、骨、考えたなと思いました。これは、

栄養士さんが考えたのですか。それとも課長が考えられたのか。 

 中学校給食担当課長 栄養士が、それぞれに他市の状況ですとか市の小学校の栄養士

等、いろいろなところから情報を得まして作成している献立です。 

また、県内のセンターで給食を実施している自治体に確認した

り研修に行ったりしまして、そこで得てきた知識を踏まえながら

立てた献立となっております。 

以上です。 

内田教育長 ありがとうございました。 

髙槗委員 何か本当に食べたくなるような献立を考えていただいてありが

とうございます。備考のところに、みんなで同じ給食を摂りたい

という生徒からの御要望でアレルゲンフリー献立というものを考

えられたということは、大変いいことだなと思いますが、その反

面、昨日、地産地消の委員会みたいなものがあったのですね。そ

の席で、秦野市は落花生が特産品であると言われて、これまたア

レルギーの代表になっているのですね。ですから、そこで生産者

の方からも、特産物なので何とかして給食の献立に入れてほしい

というような希望をもらいましたので、給食を、いろいろ調理方

法を考えながら、何とか特産品である落花生も食べていただきた

いということもありますので、そこのところをよろしくお願いい

たします。 
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 中学校給食担当課長 御意見ありがとうございます。実は、落花生やそばは秦野の特

産であることを承知しておりまして、課内でもそういった献立が

提供できないか検討しております。残念ながらこれらは、重篤な

アレルギーを引き起こす原因でもありますので、十分に注意しな

がら、どのような方法であれば提供できるかなど、専門家の意見

も聞きながら献立を検討していきたいと思っております。 

以上です。 

内田教育長 ほかにいかがでしょうか。 

ちなみに、９月の十五夜の子ぎつねご飯って、これは何ですか。 

 中学校給食担当課長 子ぎつねご飯というのは、油揚げに包んだおいなりさんのよう

な形になります。１口サイズぐらいの大きさでおいなりさんを提

供するような形、それが何個かという形になろうかと思います。

油揚げを使った料理ということです。 

内田教育長 なるほど、わかりました。いろいろと考えるものですね。こう

やって見ると楽しいですね。 

よろしいですか。 

それでは、中学校給食の献立について、以上とさせていただき

ます。 

次に、６のその他に入ります。（１）の要望書についての説明

をお願いいたします。 

 教職員課課長代

理 

私からは、その他（１）についてお話しいたします。 

新日本婦人の会から要望書をいただいております。内容といた

しましては、幼稚園やこども園へのスクールサポートスタッフの

配置と教職員の業務改善に関するものになります。 

よろしくお願いいたします。 

内田教育長 今、要望書の説明がありました。こういう要望書が出たという

ことですので、承知おきいただきたいと思います。 

それでは、その他の案件はありますか。 

―特になし― 

内田教育長 それでは、会議を非公開とする前に、次回の日程調整をお願い

します。 

 事務局 次回の開催日程ですが、９月の定例教育委員会会議を９月１８

日金曜日、午後１時３０分から予定しています。会場はこちらの

教育庁舎３階の大会議室となります。よろしいでしょうか。 

内田教育長 ９月１８日の１３時半からということです。よろしいですか。 

―異議なし― 

内田教育長 それでは、ただいまから会議を非公開といたしますので、関係

者以外の退席をお願いしたいと思います。 
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―関係者以外退席― 

 


